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研究データとは．
世界での研究データ(research data):
• 研究データとは、研究の結論を裏付けるあらゆるデータであり、メタデータとスキーマ（記述規則）によっ

て機械可読に構造化し、PIDで識別・引用可能にすることで、FAIRな共有・再利用を可能にする対象のこと。
• 活用するデータ

• 研究データへのDOI登録ガイドライン:メタデータの定義、メタデータ・スキーマ、DOI 付与の
考え方、分野横断スキーマ設計、schema.org + JSON-LDの利用例

日本で「研究基盤」の対象としている研究データとは:
• 科学・人文社会を含む研究過程で生成・取得・加工され、研究の結論や再現性を裏付ける一次・二次のデー

タ全般
• 数値表、画像・音声、コードと設定、計測ログ、シミュレーション出力、調査回答、試料情報など、形

式は多様
• 本質は「いつ・誰が・どの環境で・どう作ったか」という来歴と文脈が伴うこと。
• この「文脈」をメタデータとして構造化し、検索・共有・引用・再利用を可能にすることが、国際的な

研究データ管理の前提※となっている。

※国際的な研究データ基盤では、FAIR原則（Findable/Accessible/Interoperable/Reusable）を満たすため、分野横断で通用するメタデータ項目と記述ルール（スキーマ）のが進む。

AI Readyとは:
• 研究データ基盤における「AI-Ready」とは、単にデータが保存されている（Findable/Accessible）だけで

なく、機械学習モデルが即座に、かつ効果的に学習・解析を行える状態にあることを指し、メタデータの標
準化※ 、クレンジングされた研究データが利用できることが期待されている。
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EOSCにおける統合AI基盤提供プラットフォームの整備目的
PaaSに近い（ダッシュボード、一体化ツール群）提供形態
• 開発（Jupyter等）、実験管理（MLflow）、API化

（DEEPaaS）、サーバーレス推論PF（OSCAR）と
いった各環境へのワンクリック展開

• Nextcloud統合、Zenodo連携、DOI付与での公開など
のデータ／成果連携

• Federated Learning（Flower/NVFlare等）機能によ
る分散データの活用

• FAIR/プロベナンス機能による実行メタデータやモデ
ル証跡の自動記録

主な機能

都市熱解析:熱画像×DLで建物の熱損失箇所検出
気象:雷雨・雹など局地事象のAI予測で早期警戒
植物病害:衛星/観測×AIで発生リスク予測、農薬削減

ユースケース

約500万ユーロ（2022-2025）
※今日のレートで約9億2千万円

開発予算

欧州の政策・エコシステムとしてのEOSC（European Open Science Cloud）
└ AI4EOSC:EOSCにAIを統合するプロジェクト。AI 活用を本格化

└ AI4OS:AI/ML/DL の実行・共有・再利用のための技術基盤を開発
• FAIR原則によりデータの再利用や分散的な利用を可能年、研究者が簡単に使える

形で提供することを目指す

Ref. AI4EOSC報告書「CORDIS – EU research results」https://doi.org/10.3030/101058593 によるとEU の Horizon Europe 助成により総予算約 €4.997M（約 5 百万ユーロ）で実施

AI4OS : 欧州の統合AI基盤プラットフォーム https://ai4os.eu/AI4OS : 欧州の統合AI基盤プラットフォーム https://ai4os.eu/AI4OS : 欧州の統合AI基盤プラットフォーム https://ai4os.eu/

研究データをめぐる世界動向（欧州）-AI4EOSC
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AI基盤の利用ガイド

GitHubでソース公開 AI4OS Hub · GitHub

Ref. 
• AI4OS : 欧州の統合AI基盤プラットフォーム https://ai4os.eu/
• iMagine :水域科学のための画像データとサービス. テーマはHealthy Oceans, Seas, Coastal and Inland Waters https://ai4os.eu/powered-by/

欧州統合AI基盤プラットフォーム「AI4OS」
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研究データをめぐる今日の日米欧
 科学の再興:AIにより研究プロセス（仮説・実験・解析）を自律化・高速化し、研究力を強化
 AI for Scienceの推進*:

• データ創出・活用基盤の整備
• 次世代情報基盤の構築
• AI駆動型研究の実装、チャレンジ型支援

日本 (Japan)欧州 (EU/UK)米国 (US)研究基盤

「選択と集中・再興」
重点領域に特化し、研究生産性を向上

• 「科学の再興」を掲げ*、日本が強みを持つ
「良質な実験データ」と「計算基盤（富岳
NEXT等）」をつなぎライフ・マテリアル等
の分野で世界をリード

「統合・連携」
AI大陸として統合、運用（RAISE構想）
• 計算資源、データ
• 人材・資金

スタートアップ支援としてAI専用のスー
パーコンピュータ拠点（AI Factories）

「全方位・覇権」
安全保障・エネルギー・創薬など全領域
でAI主導

基本姿勢

• 学術情報ネットワーク:SINETによる全国直
結

• 世界最高水準の計算基盤:富岳NEXT / HPCI
• 研究データ基盤:NII RDCによるデータ標準

化、AIメタデータ生成等で「AI-Ready」化
• コアファシリティ化と自動化ラボ

• HPCやAI Factories:研究者やスター
トアップがRAISE経由でAIギガファク
トリー等の計算資源利用

• 欧州戦略やAI規則と整合する「AI科学
基盤」（対商業主導、他国家主導）

• NAIRR:AI計算資源とデータを全米
の研究利用

• FASST (DOE):エネルギー省等の国
立研究所が保有する膨大なデータを
「AI-Ready」化、プラットフォーム
提供

機能的な
優位性

*AI for Science の推進に向けた基本的な考え方について、2025年10月、https://www.mext.go.jp/content/20251006-mxt_jyohoka01-000045188_04.pdf
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NIIが提供する学術研究プラットフォーム
最先端のネットワーク基盤「SINET」と研究データ基盤「NII RDC」を整備.
我が国の基幹的ネットワークとして大学等の学術研究や教育活動全般とデータ駆動型研究に資する.

次世代学術研究プラットフォーム
（2022～2027年度）
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188機関、954人（2025年8月，Active User数）

※Active User数:1か月に１度以上ログインしたユーザー

研究データを管理する
GRDMの利用機関数と利用者数の推移（2019～2025）機関数

Active
User数

■総合 ■理工
■人社 ■医学
■企業研究部門
ーActive User数※ 

研究データを公開する
JAIRO Cloudの利用機関数とOA数の推移（2005～2025）

855機関（2025年8月、公開予定を含む）

2,427,933件（2025年3月）

■JAIRO Cloudで公開予定
■JAIRO Cloud利用
■独自構築
―OAコンテンツ数

機関数 OAコンテ
ンツ数(件)

1,000 340 大規模研究機関間では100Gbps
を超えるネットワーク利用

学術研究プラットフォーム（2022～2027年度）
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ムーンショット目標2で「医療と数理の融合研究を支援する包括的データベース」
を構築*

*JST ムーンショット型研究開発事業 目標2【合原プロジェクト】『複雑臓器制御系の数理的包括理解と超早期精密医療への挑戦』
および AI等の活用を推進する研究データエコシステム構築事業【融合・活用開拓（東京大学）チーム】

 データ管理GakuNin RDMで高度なメタデータを生成、管理。
 データ公開JAIRO Cloudでプロジェクトのデータカタログとして共同利用。

NII RDC活用事例１:
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プロジェクトで共有する未病データ（メタデータ）カタログの利用イメージ

NII RDC活用事例１:

メタデータを検索、
目的のデータがあ
るGRDMプロジェ
クトへアクセス

目標2内で共有され
ているデータであ
れば即時アクセス

未共有データの場
合は、研究者確認
の上、共有プロ
ジェクトに招待

PJ研究者
（数理） PJ研究者

（実験）
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人文学社会科学の総合データカタログ「JDCat」

NII RDC活用事例２:

JDCat

JDCat 
分析ツール

メタデータ メタデータ メタデータ

7拠点機関リポジトリ※

メタデータ メタデータ メタデータ

データ データ データ

プログラム プログラム

OAI-PMH ResorceSync 
によるメタデータ収集

プログラム

データ

①検索

②データ
入手 ③データ分析

※7拠点機関
• 史料編纂所
• 東京大学社会科学研究所
• 神戸大学附属図書館
• 奈良文化財研究所
• 慶應義塾大学パネルデータ設計・解析センター
• 一橋大学 経済研究所
• 大阪商業大学 JGSS研究センター

※2026年1月23日時点

JDCat

JSPS「人文学・社会科学データインフラストラクチャー構築推進事業」および後継事業
の支援を受けて構築。7拠点機関整備の73,988件※の研究データのメタデータをカタログ化

研究データを提供 システム連携
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NIIにおける新たな取り組み-2026

出典:令和7年度文部科学省関係補正予算（案）事業別資料集





信頼性と再現性が担保された
研究データの生成と蓄積が

AI-Readyな研究基盤の新たな課題か．


